
 発明の名称  高温高圧反応システム 

 出願人/権利人  リマテック株式会社  発明者  田中 靖訓、鈴木 孝彦、北崎 淳二、河本 一誠、吉田 弘之 
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 法的状態  登録中 

発明の概要 代表図 

2017年5月分 No.1 

特徴 

 関連分野  亜臨界、超臨界、有機化合物、無機化合物 

加工技術 臨界反応装置 

 高圧ポンプにより加圧供給された処理流体を収
容して高圧高温状態で化学反応させる反応器と、
反応器で反応した処理流体を大気圧中に排出す
る排出機構が設けられている高温高圧反応シス
テム。 

 従来は、反応器から処理流体をピストンの摺動
操作で強制的に抜き取ってその容積を制御したこ
とから、処理流体の抜き取り時に反応器内の温度
や圧力が低下し、所定の化学反応が進まないこと
があった。しかし、本発明の受入用開閉弁と排出
用開閉弁とを背反的に開閉する排出機構により、
反応器における化学反応を安定的に維持しなが
ら処理後の流体を得ることができるようになった。 

１ 加熱手段  ２Ａ   第１反応器 
２Ｂ    第２反応器  ２Ｃ   第３反応器  
４ 被処理流体流入部 ５  処理流体流出部 
７Ａ 第1熱源供給部  ７Ｂ 第2熱源供給部  
７Ｃ 第3熱源供給部  ２０   排出機構  
２１ 流体圧シリンダ  ２２   流体圧シリンダ 
２３ 受入用開閉弁  ２４   排出用開閉弁    
２５ 開閉弁  ２６ ピストン 
２７   加圧手段   ２９ 冷媒供給部 
３０ 排出装置  ３１   処理流体排出制御機構 



 発明の名称  発泡成形品 

 出願人/権利人  キョーラク株式会社  発明者  玉田 輝雄、染谷 孝明 

 出願日  平成27年10月30日  出願番号  2015-214398 
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 法的状態  出願中 

発明の概要 代表図 

2017年5月分 No.2 

特徴 

 関連分野  吸音、防音、遮音、ボード、パネル、自動車部材、建築資材 

新素材 吸音部材 

 吸音部材を付帯させることなく、十分な吸音性
能を有し、自動車分野等において軽量吸音素材
として利用することが可能な発泡成形品。 

 従来の独立気泡を有する発泡材の場合、吸音
性に乏しく、十分な吸音性能を付与することが難
しかった。 

 本発明の発泡成形品は、内部に気泡を有する
発泡成形品であって、表面に気泡が露呈した領
域を部分的に有することを特徴としている。その
形状は、ボード、パネル、ダクト等、様々な形状に
することができる。 １  発泡発泡品 ２ 表面に気泡が露呈する領域 

Ｂ  気泡 



 発明の名称  ウルトラファインバブル発生用具 
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 法的状態  登録中 

発明の概要 代表図 

2017年5月分 No.3 

特徴 

 関連分野  機能性流体、半導体産業、農業、水産業、ヘルスケア 

加工技術 ファインバブル発生装置 

 気体を別途吸引又は供給させることなく液体
中にウルトラファインバブルを発生させることが
でき、流通する液体及び静止する液体のいずれ
にも適用できるウルトラファインバブル発生用具。 

 シャフトとシャフトに取付けられた円柱形状部材
とを有し、前記円柱形状部材の外周面に複数の
三角柱状突起が設けられたウルトラファインバブ
ル発生用具。 

 従来大がかりな装置により生成するものとされ
てきたウルトラファインバブルを飛躍的に簡便に
発生させることが可能となるため、工業用や研究
用のみならず、家庭用・民生用として多くの場面
で適用することが期待される。 
 

１０７  管状部材 
１０８  管状部材の底面側 
１０９  開口 
１１０  容器 
１１２  液体 
１１３  ウルトラファインバブル 
１１４  液体の流れの方向 
１１５  モータの回転方向  



 発明の名称  インクジェットインキ、その製造方法及びその使用方法 

 出願人/権利人  紀州技研工業株式会社  発明者  尾崎 智章、前川 玲稲、飯田 保春 

 出願日  平成25年6月18日  出願番号  2013-127434  
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 法的状態  登録中 

発明の概要 代表図（図面がないため、請求項１を掲載する） 

2017年5月分 No.4 

特徴 

 関連分野  食品、医薬品、トレーサビリティ、デコレーション、 

新素材 食品用インクジェットインキ 

 食品（食品には薬用の錠剤を含む。以下同
じ。）の表面、食品を包む包装材料、食品と接触
する機会のある材料などに、インクジェットプリン
タで印刷記録するためのインクジェット用インキ。 

 従来は、経口摂取が可能な材料からインキを
調製することは、インキ材料に制約があり、また、
このようなインキ材料は種類が少ないことから、
一般のインクジェットインキと同様に調製すること
は困難であった。 

 本発明では、経口摂取が可能な材料で構成さ
れ、十分な視認性、耐水性等の要求にも応える
ことができ、記録後のインキが耐光性や耐摩擦
性に優れるインキを提供する。 

平均粒子径が０．０１～１０μｍである酸化鉄と、 
分子量１万～１５万のヒドロキシプロピルセルロースと、 
エタノールを主体としかつ水を含む溶剤と 

を必須成分とする（ただし、セラック樹脂を成分として含むも
のを除く）、錠剤用インクジェットインキ。 



 発明の名称  エリアセンサ及び外部記憶装置 

 出願人/権利人  北陽電機株式会社  発明者  ワグル サントシュ、東 俊哉 

 出願日  平成27年10月27日  出願番号  2015-210602 

 公開番号  2017-083251  特許番号  － 

 法的状態  出願中 

発明の概要 代表図 

2017年5月分 No.5 

特徴 

 関連分野  人感センサ、セキュリティ、動態監視、入退場監視 

情報処理 エリアセンサ 

 パーソナルコンピュータのような嵩張る装置を
用いずに、エリアセンサに必要な情報を書込み、
またエリアセンサから必要な情報を読み出すこ
とができるエリアセンサ及び外部記憶装置。 

 本発明は、監視エリアに向けて測定光を走査
するとともに測定光に対する反射光を検知する
センサ部と、センサ部を制御してセンサ部からの
出力信号に基づいて得られる監視エリア内の物
体情報を含むセンサ情報を外部機器に出力する
システム制御部とを備えているエリアセンサ。 

 専用の監視エリア設定ソフトウェアを起動したり、
通信回線を確立した後にデータやプログラムを
やり取りしたりといった従来の煩雑な作業が不要
となった。 

２ エリアセンサ  ２Ａ 下部ケーシング  
２Ｂ 光学窓  ２Ｃ 上部ケーシング 
２Ｅ セグメント表示部  ２Ｆ モニタ表示部 
２Ｇ ＳＤカードコネクタ ２Ｈ ＵＳＢコネクタ 
ＣＮ１ 通信コネクタ  Ｓ 入出力ケーブル 



 発明の名称  グラビア印刷方法とグラビア印刷装置 

 出願人/権利人  下村 恭一  発明者  下村 恭一 

 出願日  平成27年10月28日  出願番号  2015-212002 

 公開番号  2017-081006  特許番号  － 

 法的状態  出願中 

発明の概要 代表図 

2017年5月分 No.6 

特徴 

 関連分野  意匠性ラッピング、視認性向上袋、セキュリティ 

加工技術 グラビア印刷 

 アルミ蒸着層を部分的に透明にした絵柄を有
するフィルムを製造することのできる新たなグラ
ビア印刷方法。 

 従来は、グラビア印刷を行う場合は、アルミ蒸着
層の銀色が必ず残るため、絵柄を透明にすること
はできなかった。 

 本発明では、アルミ蒸着フィルムのアルミ蒸着層
と反応してアルミ蒸着層を消失させる水溶性イン
キを使用してアルミ蒸着フィルムにグラビア印刷を
行い、水溶性インキとアルミ蒸着層とが反応を終
えた後、アルミ蒸着フィルムから水溶性インキを洗
浄除去することで、部分的にアルミ蒸着層のない
透明な絵柄を形成することができるようになった。 

９ｕ      第９印刷ユニット   １０ｕ    第１０印刷ユニット 
Ｆ    印刷ユニットのフレーム（破線部） １    主洗浄装置     
２    フィルム      ３    乾燥装置 
４    ガイドロール      ５    クーリングロール     
６    ニップ圧胴  ７    版胴     
８    ドクター      ９    インキパン 



 発明の名称  インフルエンザワクチン経鼻接種システム 

 出願人/権利人  東興薬品工業株式会社  発明者  上下 泰造、宮崎 隆 

 出願日  平成27年6月24日  出願番号  2016-529629 

 公開番号  再表2015/199129  特許番号  － 

 法的状態  出願中 

発明の概要 
代表図 

2017年5月分 No.7 

特徴 

 関連分野  インフルエンザ予防、保健、病院、学校 

医・薬 インフルエンザワクチン経鼻接種 

 インフルエンザワクチン組成物を、鼻腔粘膜に
投与するための医療用シリンジに充填したイン
フルエンザワクチン経鼻接種システム。 

 免疫誘導能を向上させるために用いられるア
ジュバント（補助剤）の毒性を如何に抑えるか、
十分な効果が得られるよう投与デバイスをどう工
夫するかなど、実用化の問題が多く残っていた。 

 本発明では、インフルエンザウイルス不活化全
粒子抗原とカルボキシビニルポリマーを含有す
るゲル基剤（増粘剤）との組み合わせが免疫誘
導能を高める発見に基づき、アジュバントを含ま
ないインフルエンザワクチン組成物と、十分な効
果を発揮する点鼻用噴霧ノズルを有する定量シ
リンジ型噴出器を提供する。 

２０…ノズル本体部 
２１…ノズル噴出孔 
２２…先端部 
２３…ノズル本体部の内壁 
２３ａ…突起部 
２４…内部空間 
２５…ノズル小径部 
２６…ノズル大径部 
２７…ノズル肩部 
３０…充填ロッド（充填棒） 
３３…充填ロッドの外壁 
３３ａ…凹部 
３５…ロッド小径部 
３６…ロッド大径部 
３７…ロッド肩部 
３８，３９…溝部 
４４…渦流形成部 


